
ふれあいの家白鳥 平成22年9月9日

【目標達成計画】
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注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

重度化、終末期にむけて
の施設での指針を職員間
で共有できていない

指針について職員間で共
有し、理解をする。ま
た、出来る事と出来ない
事を明確にする。

外出の機会が少ない。

業務を見直し、外出でき
る時間を作り、入居者様
の希望に沿えるようにす
る。
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スプリンクラー、火災自
動通報機が設置された
が、避難訓練を行えてい
ない。

運営推進会議を通じて事
業所の事を知ってもらっ
ているが、普段付き合い
にはつながっていない。

近隣の方にも参加して頂
き、避難訓練を行う。

近隣とのコミュニケー
ション作り

目　標　達　成　計　画

目標達成に
要する期間

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
現状における
問題点、課題

身体拘束についての理解
が浅い。

全職員が身体拘束の弊害
についての理解をする。

事業所名　　ふれあいの家白鳥　　　　　　　　　 

作成日 平成22年 9月　9日

今年度中

施設内研修で身体拘束及
び高齢者虐待についての
勉強会を行う。事例を通
して理解を深めてもら
う。

平成22年4
月

近所に畑を借りたので、
畑の草取りなど、外に行
く機会が増えた。

運営推進会議で参加して
頂けるが相談をする。ま
た、町内会の災害訓練に
も参加させて頂く。

ユニット会議で指針につ
いての説明を行う。ま
た、ご家族に再度指針に
ついての説明と確認を行
う。

毎年行っているいも煮会
の他にバザーを行い、町
内の方に施設に来てもら
う機会を多く作る。

平成22年11
月

今年度中

平成22年5
月

一万人市民委員会宮城


